
筆順調査　
　　　調査の概略

n対象文字　学年別漢字配当の1006字

n対象者　　中学１年生　201人

(男子93人、女子108人)

n実施時期　平成10年８月

n調査方法

n 全点画を、筆順にしたがって記入する
方法で実施

n対象とする文字ごとに、各点画を、被
験者自身の筆順により、上から下へ記
入してもらう。このため、通常の筆記
時とは異なる可能性がある。



　

有効データ の確認

n分析に用いるデータ数
被験者数 172
字種数　 1005（940）
計　169155　筆順



手びきと異なる比率

n対象字種の約42％にあたる421字種が、異なり率1％以下

小学校において学習する字種のうち約４割については、中学校1
年生100人のうち99名程度までが、『筆順指導の手びき』と同じ
筆順となる比率

異なり率 = 
『手びき』と異なる筆順のデータ数　/　有効データ数

n異なり率10％以上の字種
は334字種に過ぎない。

n異なり率50％の字種も57
字種、5.7％あり、さらに
「蔵臓」の２字種につい
ては、異なり率が90％を
越える



　

異なり率と
字種1



　

異なり率
と字種2



　

異なり率と相関



異なり率とパターンの可能性
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中学生を対象とした
学年別漢字配当表所収全字種の
筆順調査結果のパターン別分析



２　調査の概要と問題点

n調査者側の意図に限定
されることのない調査

n学年別漢字配当表1006字

n中学１年生　201人

n全点画記入式

n対象データ数 202,206 字分

n有効データ数 190,604 字分

n同 168,579 字分

n異 22,025 字分

文字の
nどの部分が

nどのように
異なるか

を明らかに！



3-1　筆順データのデータベース化

n どうやって、入力するか？

n どうやって、分析するか？

n 磯野らの筆順表記を応用
　　　絵 = →Ｅ(↓Ｅ(↓Ｐ(�,�,�),←→(�,→Ｐ(�，�))),

　　　 ↓Ｅ (Ｈ→(�,�),↓Ｐ(�,�),→Ｔ(�,�)))

n データベース化して分析！



3-2　入力用ソフトウェアの開発

n 調査用紙に書かれた
順で、なぞるだけ！

　　　　　　↓

n 筆順や表記法になれ
ていなくても、入力
可能に

n 被験者が直接筆順を入力す
ることも可能。

n JKanjiのシステムと組み合
わせることで、間違いを、
逐次被験者に示すことも。

n 被験者はそのまま学習者



3-3　分析用ソフトウェアの開発

n 文字を筆順により
部分形に分解

n どの部分形
が異なって
いるか

※うかんむりと、かこみはOK、｜一一が違う人が８人



5-2　部分形の筆順パターンの概略

n１番「田」な
どの「土」の
部分

→傾向あり(後述)

データベースより
部分形を抽出

表４・表５(一部)

n２番「隹」
　※28種類928件

n 「特に注意すべき筆順」

n 表4の10「上・止」

n 表5の56「必」
n 表5の29「登」

n 表4の27「感」

n 表4の25「馬」
n 表5の20「無」

n 表4の14「九」

n 表4の9「力・方」

n その他
n くさかんむり等

n 「弋戈」
n 囲む形状の混乱



5-3　部分形の筆順パターンＺ型と十型

n〔｜二〕→〔十一〕：約2500件・1字あたり約24件

n〔十一〕→〔｜二〕：約 400件・1字あたり約 2件

n視覚的に捉えやすい「土」からの連想で、〔｜二〕が　〔十
｜〕に吸収か

n「読みやすさ」を保つ意識はあっても、運動による「書きや
すさ」という視点の欠如か



5-4　部分形の筆順パターン右回りの回転

n〔／一〕→〔一／〕：約1800件・1字あたり約40件

n〔一／〕→ ／一〕：約 200件・1字あたり約 5件

n〔一／〕に吸収。回転運動による「書きやすさ」という視
点の欠如か



5-6　部分形の筆順パターン縦方向への連続

n次字への縦画が最後→最後でない

　　　　　　　：約1200件・1字あたり約30件
nこざとへん・「放・歌」などを除く

n縦書きした際に次の字への連続を容易にする筆順の減少

n横書きが多用される中で、次の字へ連続のしやすさという
「書きやすさ」の要素が失われつつあるのか？



5-7　部分形の筆順パターン右方向への連続

n右部への画が最後→最後でない

　　　　　　　：約1600件・1字あたり約38件

n右部への連続しやすさという「書きやすさ」の要素が用いら
れていない。（右から左の原則を優先か？）

n縦書き・横書きとは関係なし→先の次の字への連続のしやす
さとあわせ、「書きやすさ」という点が失われている。



5-8　部分形の筆順パターン既習のパターンの影響

nりっしんべん　　　　　→　小の筆順

n「氷」　　　　　　　　→　「水」+点

n「米」　　　　　　　　→　「十」+ソ八

nころもへん・しめすへん→　「ス」+｜

n「書きやすさ」のための規則性によって成立したと思われる
筆順パターンについて、別の規則性に当てはめようとしたも
のが多くみられた。

n既習の規則を当てはめて用いることは、「覚えやすさ」とい
う点では有利に働くことになる。また、このことは指導・学
習の不足によって、既習の規則を当てはめざるを得なかった
というとらえ方も可能である。


